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概況 

  

■木材資源の循環利用について 
伐採した木材は主に建築部材として利用され、その後ボード・紙の原料となり、最終

的には燃やされます。燃焼時にＣＯ２が出ますが、元々大気中にあったものを吸収・

貯蔵し，それを再び戻すだけのことなので、木材はカーボンニュートラルな資源なの

です。 
 
■環境保全と木材利用 
ヨーロッパでは木造橋が建設されてきました。木造でも、自動車が走行できるような橋

です。記録上、最古の木造橋は１１８０年に建設された橋ですが、古代エジプト・ロー

マの時代から建設されていたと考えられます。１７～１８世紀にピークを迎えた木造橋

の建設も、１９世紀、コンクリートの登場により沈滞しました。しかし、２０世紀後半から

再び木造橋の建造が増えています。この動きは、木材利用が環境保全に貢献するこ

との理解によるものと考えられます。 
木材は、人間が生活する環境を維持・改善し、また、生態系に対する負荷が小さいた

め、「エコマテリアル」といえます。鋼鉄部材は製造時に多くのエネルギーを投入し炭

素を放出しますが、木製部材では投入エネルギーが少なく、また樹木として成長する

ときに炭素を固定しているので炭素の放出はありません。 
例えば、住宅一戸当たりの炭素貯蔵量・放出量を見ると、木造住宅を製造するときに

放出する炭素量は鉄筋コンクリート住宅やプレハブ住宅の１／３～１／４程度です。ま

た、全長８５ｍ、車道幅員５．５ｍの木造橋（ムール橋・オーストリア）は、鉄橋とした場



合に比べてＣＯ２の放出を１８９トンも軽減したことに相当します（一般家庭の乗用車１

台が３４年間走行した場合の排出量に相当！）。 
 
■木質資源の循環性 
古い寺院などを改修するとき、古い部材（古材）が十分な強度を持っているか確認で

きれば、再利用できます。これまで強度を確認するには面倒な材料試験が必要でし

た。先生は、部材を壊すことなく簡単に強度を推定できる方法を開発されました。この

推定方法では木材の密度を測る必要がなく、構造物の状態で強度を推定できる実用

的なものでした。この方法を用いて古刹の改修に当たり、古材の強度診断を行ってい

ます。これにより、再利用可能な古材を選別し再利用することができるようになりま

す。このような取り組みはＣＯ２固定機能を持つ木材の低環境負荷性を最大限に活

かし、環境保全に貢献します。  
 


